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腰痛や膝痛はある年齢から多くの人が訴える健康上の大きな懸念材料である。４０代を超えた

実に４割近くの人が腰痛を抱えていることが報告されていたが、リモートワークが日常となった

ことにより今では若年層にまで広がりを見せている。長時間に渡る同じ姿勢により、筋肉の緊張

を含めた体全体の負荷が増加する状況になっているためと考えられる。 

我々は導電性高分子を和紙やシルクといった天然繊維に重合させることで導電性化させた繊維

電極に関する様々な研究を進めてきた。これまでに、その優れた生体適合性を利用したバイタル

の計測や電波遮蔽特性などに加え、荷重応答特性を活かした椅子へ適用について報告した（1-4）。 

今回、この繊維電極からの信号をゲートウェイを介したクラウドサーバーに蓄積して解析する

評価システムを構築・利用することにより、短時間でほとんど負担なく腰痛の原因となる骨盤状

態を推定することができるようになった。またその程度を数値化することで直感的に骨盤状態を

把握することができるとともに、状態改善に有効な座面矯正との併用により腰痛の予防・改善が

期待されるデータが得られている。この仕組みを活用することで、自身の状態を簡単に評価しな

がら、腰痛を予防・軽減しつつ健康を維持することが可能となるものと期待される。 
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